
           ７ 東京都立白鷗高等学校附属中学校 

解答例 

 

適性検査Ⅰ 

１ １００点 

〔問題１〕 ２０点 

毎日けい続して ア 時間ごと  にカブトムシの様子を イ 記録  することで、

「謎」を解こうとしている 

 

〔問題２〕 ２０点 

ウ なんともいえないもどかしさ  を感じながらも、なんとかして 

エ 世界とつながりたい  という気持ち。 

 

〔問題３〕 ６０点 

（省略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



適性検査Ⅱ 

１ ４０点 

〔問題１〕 ２０点 

 

〔問題２〕 ２０点 

求めるもの 式 

正方形の１辺の長さ 

 

底になる面の長方形の長い辺の長さ 

 

半円の曲線の長さと等しい、 

長方形の辺の長さ 

 

４個の長方形の面積の合計 

 

２個の正方形の面積の合計 

 

半円の半径の長さ 

 

２個の半円の面積の合計 

 

てん開図の面積 

 

単位を㎠にしたてん開図の面積 

３２０÷（１＋２＋１）＝８０  

     

８０×２＝１６０ 

 

８０×３．１４÷２＝１２５．６ 

 

 

 （８０×３＋１２５．６）×１６０＝５８４９６ 

 

８０×８０×２＝１２８００ 

 

８０÷２＝４０ 

 

４０×４０×３．１４÷２×２＝５０２４ 

 

５８４９６＋１２８００＋５０２４＝７６３２０ 

 

７６３２０÷１００＝７６３．２ 

展
てん

開
かい

図
ず

の面積                 ７６３．２                  ㎠ 

    

    

    

    

   

 

 

 

 

 

 

 

 



２ ３０点 

〔問題１〕 １６点 

 

〔問題２〕 １４点 

 

３ ３０点  

〔問題１〕 １４点 

 

〔問題２〕 １６点 

 

（１）（選んだ一つを○で囲みなさい。） 

ペットボトル     紙 

〈選んだ製品の循
じゅん

環
かん

利用率〉 ６３．８   ％  

〈答え〉    ペットボトル   の方が高い。 

（２） 

〈共 通 点〉  衣服もペットボトルもリサイクルによって別の製品になる。 

〈異
こと

なる点〉 衣服は古着として再びはん売されることでリユースされるものが 

あるが、ペットボトルはリユースされていない。 

（選んだ一つを○で囲みなさい。） 

カード１     カード２ 

衣服の回しゅうサービスを利用することにより、まだ着られる衣服を可燃ごみと

してすてることが少なくなり、リユースやリサイクルされる衣服が増えるので、じ

ゅんかん利用率が高まる。 

〔液体〕   液体Ｅ   液体Ｆ 

〔説明〕 液体Ａの記録に１を足しそれを２倍した数を求め、記録がその数以上で 

ある液体は、食器用せんざいを２０てき入れたときは液体Ｅと液体Ｆと液  

体Ｇで、食器用せんざいを４０てき入れたときは液体Ｅと液体Ｆだから。 

図６から時間がたつとまくの液体が下に移動することがわかるので、わくを上下

反対にすると液体の量がより多い方が上側になり、再びまくの上側の厚さがうすく

なってやぶれるまでにさらに時間がかかるから。 



適性検査Ⅲ 

１ ５５点 

〔問題１〕 ２０点 

 

（ア） 

 

   ５０   

 

（イ） 

   

   ７２   

（求め方） 

 

しき地の面積は １００×８０＝８０００ 

校舎の面積は７５％なので ８０００×０．７５＝６０００ 

 

北側校舎の面積は ４０×６０＝２４００ 

    ６０００－２４００＝３６００ 

 

南側校舎は３６００ ｍ２となる。 

 

また、１００－４０－２×２＝５６ 

    ８０－２×２＝７６ 

たての長さは５６ ｍ、横の長さは７６ ｍまで建てることができる。 

    ５０×７２＝３６００ 

 

 

 

〔問題２〕 １５点 

 

植える場所 

 

  か 

 

〔問題３〕 ２０点 

 

１年生 

 

  １２  箱 

 

２年生 

 

  １１  箱 

 

 

 



２ ４５点 

〔問題１〕 ３０点 

 

〔問題２〕 １５点 

白色 緑色 赤色  

青色    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


